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マイフィールドガ,1ミ 

トコロジストを目指して 西新井の森“昼探’’報告 且 

浅見 徹（さいたま市） 

職場の近くに雑木林（「さいたま市ふるさと

の緑の景観地」通称西新井の森）があります。 

彫木みの時間を利用して、職場の仲間を誘っ

て「昼休み探鳥会」略して“昼探”を続けて

います（地図等、前報『しらこばとfl No.353, 

2013. 9 参照）。前報から1年を経過したのを

機に、データをまとめてみました。前報で、 

トコロジストを目指すなんて、カッコイイこ

とを言ってしまいましたが、その道は中々厳

しい。単なる鳥見レクリエーションの域を出

ていませんが、データをまとめてみると、色々

面白いことが見えてきました。 

表1. 季節毎昼探出動回数 

期間】 2013/04/4~2O14/O7/31, 	：回 

季節（月） 2013年 2014年 合計 

春（3,-,--5 月） 30 23 53 

夏（6----8 月） 20 ［
ー
 
 

27 

秋 (9---11月） 13 13 

冬（1 2-2月） 6 12 18 

合計 69 42 111 

表1が、昼探出動回数です。季節によって

かなり差があるのは、猛暑や昨冬の言瞬的積

雪などに負けたためです。季節ごとのデータ

数がこれだけバラツクと、観察記録としての

価値というか信頼性が低くなりますが、そこ

は趣味の延長とご容赦ください。 

この間に観察された野鳥の種類は、47種類

にもなりましたが、1回だけの偶然のたまも

の的な種類も多くあります。47種を鳥学会リ

スト改訂7版の順に示すと、以下のようにな

ります。 

コジュケイキジカルガモキジバトカワ

ウアオサギホトトギスカッコウハイタカ

オオタ力 力ワセミ コゲラアオゲラチョウ

ゲンボウモズカケスオナガハシボソガラ

スハシブトガラスヤマガラ シジュウカラ

ヒバリ ツバメ イワツバメ ヒョドリ ウグイ  

スエナガェゾムシクイ メジロ ムクドリ

コムクドリ シロハラアカハラツグミ ジョ

ウビタキキビタキオオルリ スズメキセキ

レイハクセキレイセグロセキレイ カワラ

ヒワ シメ ホオジ口 カシラダカ アオジク

ロジ （番外】ガビチョウ） 

右ページ表2に、季節毎に観察（鳴き声だ

けの確認も含む）した野鳥の確認率（%）を

示します。ただし、誌面の都合上、全期間合

計の確認率が5％以上の野鳥のみとしました。 

ここで、確認率（%）一確認できた回数＋

出動回数×100 です。 

この表（および元データ）を見ていて、「面

白い！」と思ったことを以下に記します。 

〇 留鳥といわれている鳥たちも、季節的に

見られる確率は大きく変化する 

キジ】1年中いるのでしょうが、鳴かない

と分かりません。しかし、表2の報百変動は、 

それだけではないような気がします。季節に

よって移動しているのかも知れません。 

カルガモ】近くの大宮花の丘公園の池や、 

用削IIに生息しているものが、繁殖期になると

行動範囲を広げているのでしょうカ、 ほとん

どが、上空を飛んでいる姿の確認結果です。 

カワラヒワ】留鳥と書いてある図鑑が多い

と思いますが・・・亜種カワラヒワと亜種オ

オカワラヒワの入オ潜わりでしょうか、季節

によって確認率は大きく変化しています。 2 

月下旬に、20羽以上の群れで行動しているの

が観察されました。 

ホオジ口：キジ同様、1年中いると思われ

ますが、噂りが目立つ季節の確認率がアップ

したようです。 

〇 初認と終認が、記録を付けているとはっ

きり分かる 

まだ1年ちょっとの記録ですが、これを続

けることによって、環境の変化と絡めて興味 
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深い分析ができるような気がします。 

ツバメ】2013年終認8/26,2014年初認 3/10w 

ツグミ】2013年終認 5/1, 2013年初認12/26, 

2014年終認5属 

やっぱり、続けることが重要ですね。そし

て、続けるための原動力は、稀に出会える「心

のときめき」です。この1年間の「心のとき

めき」ベストテンをご紹介します。 

第1位カッコウの訪れと終日続いたあの鳴

き声（2014. 6. 3) ／仕事中もずっと聞こえて

きて、高原にいるような気分の一日でした。 

第 2位 ハイタカ子が目の前の地上に 

(2013. 11. 27) ／昼探コースの途中の高校の

グランドの隅にいたのです。小鳥を追いかけ

ていてフェンスにでもぶつかり一時的に飛べ

なかったようです。鋭い目つきと赤褐色の胸

から腹の模1義見ていて、心臓の鼓動が高鳴

りました。 

第3位アオゲラ子がいた！ (2013. 12. 26) 

／薄暗い杉の幹に動く大きな鳥を同行のMが

発見コ双眼鏡に入れると、何と！！ この森で

＋数年ぶりのご対面でした。 

第4位キジ子の復帰（2014. 3.2の／前年6 

月 24 日を最後に、ぷっつりと居なくなったキ

ジが、 9カ月ぶりに元気な姿を見せてくれま

した。この間、見付けられなかっただけ？ そ

れとも、どこかに旅行にでも行っていた？

雄鍋にして食われてしまったのではと心配し、 

再会を半ば諦めていただけに、嬉しさもひと

しおでした。 

第5位キビタキの嚇 (2014. 5. 2) ／薄暗い

林内に、キビタキの陽気な噂りが響き渡って

いました。残念ながら、姿は見えず。 

第6位ハクセキレイの教育ママと幼鳥たち 

(201生 6. 26) ／コース途中の彰也でのこと。 

餌をねだる幼鳥たちに、成烏早がせっせと餌

運び。幼鳥たちは時々追いかけっこをして飛

び回っては、また餌ねだり。微笑ましい情景

でした。 

第7位ェナガ夫婦の巣材集め（2014. 2. 26) 

／杉の細枝で、 2羽のェナガが何かを一生懸

命つつくような仕草を繰り返していました。 

多分、夫婦で巣材集めをしていたのでしょう。 

表2 観察種類と確認率（%)5 5S以上を抽出 

2013/04ル4-2014/07/29 観察回数】111 

種名 春 

3-6月 

夏 

6-9月 

秋 

9-12月 

冬 

12-3月 讐 
キジ 66 15 35 
カルガモ 40 巧 23 
キジバト 94 78 85 的 88 
オオタ力 17 17 14 
コゲラ 51 33 54 72 50 
モズ 25 54 50 26 
カケス 15 15 17 12 
オナガ 28 7 22 19 
ハシボソガラス 60 52 62 33 54 
ハシブトガラス 94 100 85 83 93 
シジュウカラ 100 引 刀 94 92 
ッバメ 92 96 68 
ヒョドリ 96 96 師 89 叫 

ウグイス 15 33 招 

エナガ 6 8 44 
メジ口 57 48 46 94 59 
ムクドリ 94 59 15 56 70 
シ口ハラ 6 17 5 
ッグミ 的 引 33 
ジョウビタキ 2 8 33 7 
ハクセキレイ 89 引 的 56 79 
セグ口セキレイ 8 8 5 
カワラヒワ 64 70 50 
シメ 15 22 
ホオジ口 55 74 8 33 50 
アオジ 26 8 39 20 

ということは、この近くで営巣21 

第8位ェゾムシクイ目の前で噂り続ける 

(2013. 5. 13) ／職場の建屋3階の窓外。隣地

との境界に植えてある針喋謝の枝葉の中。ガ 

ラス窓越しに5mほどの足鵬佳から、見下ろす

ように観察。こんなこともあるのだ。 

第9位ホオジロ子とカシラダカの仲良しペ

ア（2014. 2. 25)／美形のホオジロ子とカシラ 

ダカが地面で並んで採餌。餌をついばみなが

らの移動時も、常に一緒。何と、翌日も一緒

に採餌していました。ハイブリッド誕生？

そんな話、聞いたことないな～ 

第10位最後は野鳥でなく昆虫クツワムシと

の出会い（2013. 10. 10) ／林縁の丈の高い草

地を歩いていて、葉の上に止まっているを見

つけました。童謡でおなじみの虫ですが、自

然下で見たのは、これが初めてでした。 

以上、私的昼休み探鳥会“昼探’’の報告で

した。どうです？ あなたも身近な所で始め

てみませんか？ 



野鳥記録委員会の情報 

ホオジ口の亜種 

ホオジロ科ホオジロ属ホオジロ 

助eriza cioidbs 

会員の田口勝利さ

ん（さいたま市）から、 

今年6月2日（月）、 

飯能市郊外 

で撮影した鳥の写真 

2枚を同封し、種名

を尋ねる手紙が届き

ました（写真右）。 

眉斑、頬線、過眼

線、耳羽、胸の色、 

尾などから、ホオジロと思われます。冠羽が

見えるようにも思いますが、頭部の羽毛が何

かの原因で乱れ、冠羽のようになっているホ

オジロを見かけることはあります。しかし、 

全体に赤みが強く、特に耳羽が強い赤褐色で

あることから、亜種について検討を進めてみ

ました。 

ホオジロは、以前は他の亜種名で分類され

たこともありますが、現在は次の5亜種に整

理されています。 

亜種ホオジロ EC. CIOpSIS 
亜種モウコホオジロ EC. djo ides 

亜種シベリアホオジロ Ec. weigoldi 

亜種ニシホオジロ Ec. tar加gataiCa 

亜種チョウセンホオジロEc. castaneiceps 

耳羽が強い赤褐色であることに注目すると、 

雄成鳥夏羽である場合、亜種ホオジロのみが

黒く、他の4亜種は赤褐色です。したがって、 

これは亜種ホオジロではないことになります。 

また、亜種チョウセンホオジロの雄夏羽の

白い眉斑と頭上との境界は細く黒い個体が多

いとされていますが、：鎮からはそれらしい

線が見えます。 

ただ、これが雄成鳥夏羽であるという根拠

は、撮影日と全体的な印象以外に特にありま

せん。さえずり、鳴き声、周辺にいた他の鳥

などについての報告や、自然分布か、輸入鳥

の篭脱けかを判断する手がかりなどもありま  

せん。 

頭上の斑点と地色、背の織と地色、胸帯

の色が、亜種の識別で重要ですが、送られた

写真では、それらはほとんど見えません。 

亜種ホオジロ雌成鳥夏羽の少し色の濃い個

体と考えても矛盾はないという意見もありま

す。結局、どの亜種であるかを判断ナる材料

が杉テではないとの考えは概ね一致し、結論

が出ないまま、議論の流れの鵬をひとつの

情報としてお伝えすることになりました。 

なお、『日本願目録改訂第7版』（日本鳥

学会 201の本文には、亜種ホオジロ以外の記 

載はありませんが、「検討中の種・亜種」のペ 

ージに、亜種チョウセンホオジロが記載され

ています。 

参考文献：ホオジロ言翻リマニュアル 平成 
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請負 

セイタカシギ繁殖 

セイタカシギ科セイタカシギ属セイタカシギ 

Hiniantopushimantopus 

秋ケ瀬野鳥ク

ラブの剤巾仕二郎

さん（当会未入会） 

から、今年7月9 

日（水）、川越市内

の水田地域でヒナ

連れのセイタカシ

ギを撮影したとの

連絡が届きました 

（写真右）。 	騒誉 

「ヒナは4羽？ 8日（火）に巣立った1羽

は車にはねられて死亡。10 日（木）にはヒナ3 

羽を観察できたが、11日（金）成鳥4羽がすべ

て離れた沼に移動して、ヒナの姿は見えない」、 

あるいは「14 日（月）近くの水辺で成鳥2羽と

ヒナ1羽を見た」などの情報があります。い

ずれにしても、獅直の事実は間違いないと思

われます。 

本種は 2009 年8月に越谷市内で繁殖が確

認された記録があり、本会に報告のあったも

のとしては、県内2例目の繁殖記録です。 



コうたケイ、ガビチョウたち 

鈴木 誠（越谷市） 

一級河~にある中川右岸河川改修事業が平

成 12 年から始まり、現在は川幅の拡張、築堤

工事などほぼ完了した。河川敷地内は、整地

等の手を入れずそのままの状態で放置してい

たので、昔からあるケヤキ、ムクノキ、トチ

ノキの落葉樹や雑木、シノダケ、アシ、スス

キが生い茂り、野鳥や昆虫が生息していくの

に格好の場所となった。 

今回は、この場所（吉越橋付近から吉川橋

あたりまで）に帰ってきたコジュケイ、新し

くきたガビチョウを中心に紹介したい。 

コジュケイ：平成 26年 5 月 14 日、突然鳴き

だした。このあたりで、私がコジュケイの鳴

き声を聞いたのはおよそ60年前の昭和 30年
ごろで、まだ農家の屋敷林や竹林が多くあり、 

親鳥が幼鳥を 7~8 羽引き連れて移動してい

るところを何度か見たことがある。それ以来

の出来事だったのでとても感動した。 

5月中は 7 日間、鳴き声を聞いた。特に 14. 
23, 30 日は朝、昼、タと一日中鳴いていた。 

6月は6 日間、 7月は 29 日現在、22 日間鳴

き声を聞くことが出来た。 

また、朝 5時から5時30分には鳴き出すこ 

と、鳴く回数は 20~30回ぐらいであることが

わかった。そして、最後の3-5回ぐらいは、 

息切れしてかかすれ声になっていた。 

ガビチョウ．平成 24年6月頃、早朝から聞き

なれない鳥の鳴き声。テープに録音し野鳥に

詳しい方に聞いてもらった。結果「ガビチョ

ウ」だった。初めて対面したのは昨年の5月
頃。雑木林の地上 2. 5mほどの木の枝にいた。 

今年は5月中に7 日間、朝、昼に鳴き声を聞

いた。 6月4, 5, 6, 7日は朝に、そして 

9 日は朝と昼に聞くことができた。 7月は聞

いていない。 

ガビチョウは、秩父や県の北西部、狭山丘 

陵などではいつでも観察できるというが、県

南や県東部では少ないようだ。越谷にはどの

ルートで入ってきたのだろう。 

キジやサギたち】5月 14 日にはコジュケイ、 

ガビチョウ、キジの鳴き声を聞くことができ 

た。この 3種の鳴き声は、自宅から（吉越橋

に近い）直線で 50'200mの範囲で鳴くので

家の中にいても聞こえてくる。しかし、この 

3種は越谷市内においてはなかなか見ること

ができない鳥でもあり、特長のある鳴き声等、 

これからも観察を続け注目していきたい。 

なお、この地の北約2km先に、ダイサギ、 

チュウサギ、コサギ、アマサギ、ゴイサギ、 

アオサギのコロニーがあり、数を計測した方

の話では、L200 羽いたそうだ。 

自宅でカッコウを聴いています 

山部直喜（三郷市） 

ここ 10年ほど、毎年カッコウの声を自宅で

確認している。以下は今年の報告である。 

・5月 16 日、5:j5。鳴き声で目が覚めたが、 

14 日までモンゴルで探烏を楽しんでいたせ

いもあり、「ここはモンゴル？ 日本ワ ああ、 

モンゴルではカッコウは見なかった、日木だ

あ、今年初めてのカッコウだ」と独り言。 

・5月 22 日、8:20。出勤時に姿を確認。毎年

のいつものアンテナでいつもの方向に向いて

鳴いている。 

・5月 24 日、5:00。初認以来、毎朝聴いては

いるが今朝の鳴き方は機関銃J あれではあの

アンテナのマンションに住んでいる人は眠れ

まい。自宅とは lOOm以上離れてはいるが、 

「やかましい」と小声でカッコウに注意して

おいた。 

・6月初旬。やはりよく鳴いてはいるが、 5 
月 24 日頃とは明らかに違う。カッコウが自分

の鳴き声のエコーを楽しんでいるように感じ

る。今年の4月号p4、てこり氏が『野鳥の楽

しみのこと』で「野鳥も自分の楽しみのため

に残響を利用している部分もあるのではない

カり とおっしやられていたが、まさにその通

りだと思う。 

・6月中旬から下旬。以前ほど長時間鳴き続

けない。鳴くときの姿勢も声もなんとなく落

ちついている。確認できない日もあった。 

・6月 29 日、5:40。いつものアンテナで、尾

も上げないでゆっくりと 10 回ほど鳴く。これ

が今年の終認となった。 
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さいたま市岩槻区金重 ◇4月30日朝、ムナ

グロ41羽、キアシシギ1羽、コチドリ 1羽、 

カワセミ 1羽、ヒバリ 1羽（本多己秀・久

文子）。 

さいたま市見沼区加田屋 ◇6月 9 日、加田

屋川でカルガモの親子連れb 親の半分ぐら

いの大きさまで育った幼鳥が10羽も！子育

てのうまいお母さんのようだ。 7月 9 日、 

田んぼ半分程の小さなアシ原にオオョシキ

リ 3羽。アシの上部にとまり、さえずって

はちょっと休んで羽繕いを繰り返す2羽、 

姿を現さずに、アシの中でさえずり続ける 

1羽。これでも縄張り争いなのかなあ・・・な

んかユルイなあ・・・。 7月14日、加田屋川で

カルガモ10羽。全員、ほぼ同じ大きさ。 6 

月に見た親子だとしたら1羽減ったものの 

9羽は無事（小林みどり）。 

さいたま市見沼区染谷 ◇6月 9 日、キビタ

キさえずる。こんな時期までさえずりが聞

こえるのは初めてなので、繁殖を期待した

が結局、これがこの春の終認。 6月17日、 

ハシボソガラス成鳥1羽と幼鳥1羽、連れ

だって歩く。幼鳥がねだっても、もう親は

食べ物を与えない。幼鳥は仕方なしに手当

たり次第、地面に落ちているものをついば

むが、食べ物かどうかの判断はできないら

しく、くちばしに一度くわえてみるものの、 

食べずに落とす。 6月25日、ホトトギス、 

盛んに鳴くが、姿は見つからない。 7月24 

日、コジュケイ 2羽、車も時々通る広い道

路を横断。きょろきょろと周りを見る様子

はまるで「右よし！左よし！」と安全確認

しているようだった（小林みどり）。 

さいたま市緑区見沼自然公園 ◇ 6月9日、 

公園の池にオオバン1羽。カワセミ 1羽、 

鳴きながら加田屋川の方へ飛んでゆく（小

林みどり）。 

さいたま市北区芝川（県道2号線～鷲山橋） 

◇ 6月10日、コチドリ 1羽、鳴きながら飛

ぶ。カワセミ1羽、オオョシキリ1羽（小

林みどり）。 

さいたま市西区昭和（大久保農耕地） ◇6 

月11日、堤防上の砂利道からコアジサシが

ついに1羽もいなくなった。コチドリ数羽

が歩きまわっているが、抱卵している様子

はない。さえずっていたヒバリ 1羽が草地

に降りる。その近くに、もう 1羽がくちば

しに何かくわえて来て、草の間に隠れて見

えなくなった。おそらくヒナのいる巣があ

るのだろう。この近くにいたオオョシキリ

は、ヒバリに追い立てられていた（小林み

どり）。 

さいたま市見沼区加田屋新田 ◇6月17日、 

市営霊園「思い出の里」内の遊水池のアシ

原でさかんにさえずるオオョシキリ 1羽。 

その近くにくちばしに虫をくわえたもう1 

羽が飛来し、アシ原に潜りこむ。育雛中の

ようなので、霊園管理者にしばらくの間、 

アシ原を刈らないようにお願いした（小林

みどり）。 

さいたま市見沼区猿花キャンプ場 ◇6月17 

日、さえずりがひと声聞こえたので周囲を

探したら、尾の短いサンコウチョウ1羽が

枝移り。青いアイリングがあるので成鳥で

あろう。ちょっと遅い気もするが、繁殖地

への移動中と思われる（小林みどり）。 

蓮田市馬込 ◇6月18日午前 9時20分、庭先

でカッコウが三声鳴いた。渡りの途中だろ

う（本多己秀）。 

さいたま市岩槻区長宮 ◇6月20目、ダイサ

ギ 7羽、くちばし全体が薄黒いもの、既に

黄色くなったもの、目先に婚姻色が出てい

るものなどがいる。成熟の速度は個体によ

ってずいぶん違うらしい。コチドリ成鳥 6 

~7羽、幼鳥1羽。コアジサシ成鳥3羽。 

昨年までは十数つがいが繁殖していたが、 

今年は少ない。営巣地は草地化が進み、営

巣環境は悪化している（小林みどり）。 

さいたま市見沼区蓮沼 ◇6月25日早朝、自

宅でホトトギスの声を聞く。 7月14日、近

所の畑の隅でコジュケイ1羽が「ピョッ、 

ピョッ、ピョッ」と甲高い声で鳴く。 lOm 

ほど離れた所に猫が 1匹。この“ピョピョ

サンダル鳴き”は警戒の意味があるのだろ

うか？猫を追い払ったら鳴きやむかどうか、 

野鳥情報 
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実験だ！と畑を回って猫に近づこうとした

ら、コジュケイと鉢合わせ。コジュケイは

意外にも落ち着いた様子で、薮に姿を消し

た。猫はそのまま、居眠り（小林みどり）。 

さいたま市岩槻区宮町 ◇6月25日午後5時 

30分頃、雷雨が治まったので、軽い散歩に

出掛けると、久伊豆神社上空をホトトギス

が鳴きながら、南東から北西の方向に飛ん

で行った。自宅近くで，ホトトギスの声を

聞くのは2年ぶり、この時は6月21日だっ

た（菊川和男）。 

さいたま市西区、桜区の鴨川 ◇6月30日、 

藤橋近くの小さな堰の上でヒドリガモc1 

羽、オナガガモJl羽が寄り添う。翌々日

には別れて、50Cm程隔てた別々の中州の上

で羽繕し、羽毛がやや色槌せて見えたのは、 

換羽の始まりか？他にカルガモ、カイツブ

リ、アオサギ、ゴイサギ成鳥と幼鳥、イソ

シギなど。 7月4日、 2羽のカモはめでた

く？合流。オナガガモの方はほぼエクリプ

ス羽になっていた。 2羽とも何かしら訳が

あって渡りに加われなかったのでしょうが、 

日本の夏を越えられるでしょうか。ともあ

れ、何とか冬まで無事でいて、仲間と再会

できるよう祈っています（大塚壮一・純子）。 

さいたま市桜区白鍬電建住宅調整池 ◇7月 

2日、通りがかりに甲高い「ピオ、ピオ、 

ピオ・・・」を聞き、覗いてみると、コチドリ

が 4羽、内3羽は、所々水が溜まり、草も

生えているコンクリートの上を追いつ追わ

れつ。ツーッと流れるような速さで走り回

っていた。ここでは、ほぼ毎年コチドリの

鳴き声を聞く。他にハクセキレイ5羽（大

塚壮一・純子）。 

さいたま市見沼区宮ケ谷塔 ◇7月 6日午前 

10時頃、オオョシキリを数えていたら、ョ

シゴイが飛んで出た。この場所でョシゴイ

を見るのは2002年以来で、ちょっと興奮し

た。他にカワセミ2羽、ゴイサギ数羽を見

た（菊川和男）。 

白岡市下大崎 N36. 0471 E139.6133 ◇7月 

8日、ダイサギ、コサギ、アマサギが合わ

せて60羽士（長嶋宏之）。 

蓮田市西城沼公園周辺 ◇7月9日、ムクド  

リ50羽士がハナミズキの実に群がって採餌

していた。コアジサシ1羽が西沼でダイビ

ング。小魚をくわえて南西に飛び去った。 

7月17日、ホオジロがI縛っていた。繁殖し

たのかな？ウグイスが 3声噂った。上手で

はなかった。他の鳥が真似たのかな？カワ

セミが 2回目の繁殖。抱卵中のようだ（長

嶋宏之）。 

春日部市増田新田、武里中野、薄谷 ◇7月 

11日午後 5時45分頃、玄関を出たところ、 

すぐ近くの電線に多数のムクドリが並ぶ。 

何気なく見上げたら、小さめのムクドリが

目に入り、コムク！と直観すぐさま、カ

メラを取って返して、撮影（下写真）。 

電線上の群れ全体を一望した結果、ムクド 

リ中にコムクドリ数十羽（約70'80羽か？）。 

しばらく休憩後、コムクドリ主体の混群が

東方に向けて飛去。15'-20羽ほどのコムク

ドリが残留し、午後6時10分頃、やがてい

ずこかへ飛んでいった。前日までは上記の

光景は認められなかったので、 7月11日が

自宅周辺での南下初認とみてよいだろう。 

その後も7月12日、13日、14日、15日、16 

日と連日のタ方、ムクドリの大群中にコム

クドリの群が混じっていた。昨年、コムク

ドリの埼になった春日部市大沼運動公園は

何の変化も見られず。ムクドリ、コムクド

リとも皆無（石川敏男）。 

表紙の写真 ― 

タカ目タ力科ハイタ力属ツミ 

ツミを見ていたら、風切羽をひょいと抜い

て、私にプレゼントしてくれました。 

田島利夫（深谷市） 
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「要予約」と言障女してあるもの以外、予約申し込みの亜」要はあり
ません。集合時間に集合場所にお出かけくださし、 

初めての方は、青い腕章の担当者に「初めて参加します」と声を

おかけくださし、参加者名簿に住J折・氏名を記入、参加費を支払い、 
鳥のチェックリストを受け取ってくださし、鳥が見えたらリーダー 

たちが望う難寛で見せてくれます。体調を整えてご参加くださし、 
参加費】就学前の子無料、会員と小中学生50円、一般100 円。 
持ち物：筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、持っていれば双眼鏡な

どの観察用具もご用意くださし、なくても大丈夫ーで丸 
解散時刻：特に言峨のない場合正午から乙唯1時ご＆ 

小雨決行ですが、悪天候や異常高温の場合は中止することもあ

ります。できるだけ電車パスなどの公共交」圏幾関を使って、集合
場所までお出かけくださし、 

リーダー研修会（要予約） 

期日：9月7日（日） 

詳細は8月号をご覧ください。 

熊谷市・大麻生定例探鳥会 

期日：9月 14日（日） 

集合】午前8時20分、秩父鉄道大麻生駅前。 

交通】秩父鉄道熊谷 8:00 発、または寄居 

7:39発に乗車。 

担当：千島、新井、鵜飼、倉崎、田島、飛田、 

中川、村上、茂木 

見どころ】土手からゴルフ場の間を通りゴル

フ場裏を河原まで歩きます。残暑は厳しく

ても、移動中の夏鳥に会えるでしょう。 

ご注意】今月まで、集合の早い夏時間です。 

シギ・チドリ類県内調査 

期日：9月 15日（月・祝） 

春と秋の 2回、当会独自の調査です。多く

の会員の参加・ご協力をお願いいたします。 

◆大久保農耕地（さいたま市） 

集合：午前9時30分大久保浄水場の北西角近

くの土手の上、荒川総合運動公園入口。 

担当【石井 

解散は昼頃の予定。調査のため参加費不要。 

小雨決行ですが、大雨や悪天候の場合は中止

します。浦和駅西口②番バス乗り場から 8時 

33分発「大久保浄水場」行きバスで終点下車、 

徒歩約15分。なお、秋はシギ・チドリ類が大  

変少ないこともあります。 

『しらこばと』袋づめの会 

とき】9月20日（土）午後 3時～4時ころ

会場】会事務局108号室 

さいたま市・三室地区定例探鳥会 

期日】9月 21日（日） 

集合】午前8時15分、京浜東北線北浦和駅東

口、集合後バスで現地へ。または午前 9時、 

さいたま市立浦和博物館前。 

後援】さいたま市立浦和博物館 

担当】小林（み）、青木、赤堀、浅見、石塚、 

楠見、小菅、柴野、須崎、新部、畠山、増

田 

見どころ：暑さの中にも、しのびよる秋の気

配が感じられる季節。身近な鳥たちの暮ら

しに、変化を見つけましょう。冬鳥のトッ

プランナー、コガモに会えるでしょうか？ 

坂戸市・高麗川探鳥会 

期日】9月 21日（日） 

集合】午前8時、東武越生線川角駅前。 

交通】東武東上線川越7:19（準急）→坂戸で

越生線乗り換え7 : 40発。または寄居6: 43-

小川町乗り継ぎ、坂戸で越生線乗り換え。 

JR埼京線大宮6:37→川越で東武東上線乗

り換え。 

担当【山口、久保田、志村、鈴木、高草木、 

藤掛、藤津、増尾、持丸 
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見どころ】9月の高麗川は留鳥中心の探鳥会

です。例年、彼岸花が美しい時期でもあり

ます。渡りのサシバが見られるといいです

ね。カワセミには多分会えますよ。 

松伏町・松伏記念公園探鳥会 

期日】9月 23日（火・祝） 

集合】午前 9時30分、松伏記念公園北口駐車

場。 

交通】東武伊勢崎線北越谷駅東ロ、①番バス

乗り場から、8:57発、茨城急行バス「エロ 

ーラ行き」乗車。松伏高校前で下車して、 

道の反対側の駐車場へ。 

担当：田退、植平、榎本（建）、佐藤、佐野、 

進士、野村（修）、野村（弘）、橋口、森下、 

吉岡 

見どころ】この探鳥会で見たサギの記録にこ

の春「アカガシラサギ」が加わって 8 種類

に。今回はその内の何種類が見られるでし

ょうか。いつも1番乗りの冬鳥コガモやこ

の時期だけ見られるノビタキも大勢の目

で探せばきっと見つかるでしょう。珍鳥は

出なくても彼岸花咲く農耕地をのんびり、 

楽しく歩いて、日本の秋を満喫しましよう。 

狭山市・入間川定例探鳥会 

期日】9月 28日（日） 

集合【午前 9時、西武新宿線狭山市駅西口。 

交通【西武新宿線本川越 8:42 発、所沢 8:39 

発に乗車。 

解散】正午ころ、稲荷山公園。 

担当】長谷部、石光、久保田、鈴木、高草木、 

中村（祐）、藤掛、星、水谷、山口、山本（真） 

見どころ：鳥たちの渡りの季節です。ここ入

間川でも、たまには旅の途中の鳥たちが見

られることがあります。軽い気持ちで参加

すれば、何かいい事あるかも知れませんよ。 

タ力の渡り調査 

毎年行う大切な定点観測です。初めての方

も大歓迎。雨天（小雨でも）中止。調査のた

め参加費不要。いずれも調査時間内のご都合

のよいときに、各調査地点にお出かけ下さい。 

◆ 天覧山展望台（飯能市）  

日時】9月28日（日）午前9時～正午まで。 

頂上から 3分ほど下った所に水洗トイレ

があります。 

交通】西武池袋線飯能駅から徒歩約 30分。 

担当：佐久間 

見どころ：サシバ、ハチクマ等の渡り調査で

すが、他にオオタカ、ツミ、ハイタカ、ノ

スリ、たまにチゴハヤブサ、ミサゴなどが

見られることがあります。 

◆ 中間平（ちゆうげんだいら）展望台（寄

居町秋山） 

日時】9月28日（日）午前8時～正午まで。 

交通】車で寄居町から 294 号線を東秩父方面

に向かい、途中で右に入ります。登る途中 

に老人ホームあきやま苑があります。中間

平緑地公園の中にあり道路脇の展望テラ

スです。（駐車場、 トイレあり） 

担当：千島 

見どころ；当たり外れがありますが、ミサゴ

やクマタカなどが飛ぶことがあります。 

長野県・戸隠高原探鳥会（要予約） 

期日】10月 25日（土）~26日（日） 

集合：25日午前 9時、長野駅コンコース新幹

線改札口を出て右側。 

交通】長野新幹線「あさま503号」（東京6:52 

→大宮7:18→熊谷7:31→高崎7:50→長野 

8:42着）、または「あさま505号」（東京7:24 

→大宮7 : 48→長野8:48着）。 

費用【 12, 000 円の予定（1泊3食、現地バス代、 

保険料など）。過不足の場合は当日精算。 

集合地までの往復交通費は各自負担。 

定員】30名（先着順、埼玉会員優先）。 

申込み】往復はがきに住所、氏名、年齢、性

別、電話番号、喫煙の有無を明記し、菱沼 

一充（ 	 ) 

まで。 9月 1日消印から有効受付。 

担当】菱沼（ー）、浅見、菱沼（洋）、藤掛

見どころ】埼玉では見る機会の少ないムギマ

キを見る探鳥会です。紅葉、温泉、新そば

と、その他の楽しみも盛りだくさんです。 

ご注意：宿泊は男女別の相部屋です。個室の

用意はできません。列車発着時刻について

は、時刻表で確認をお願いします。 
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	ノ 

行事報告 

	ノ 

12月15日（日） さいたま市 三室地区 

参加】62名 天気】日青 

キジ マガモ ハシビロガモ コガモ カイツブ

リ キジバト カワウ ゴイサギ アオサギ ダ

イサギ コサギ クイナ バン オオバン ユリ

カモメ ノゾタカ オオタカ ノスリ カワセミ

コゲラ チョウゲンボウ モズ ミヤマガラス

ハシボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ

ヒバリ ヒョドリ メジロ ムクドリ ジョウビ

タキ スズメ ハクセキレイ セグロセキレイ

タヒバリ カワラヒワ ベニマシコ ホオジロ

カシラダカ（39種）（番外：ドバト）コースを変え

てみた。下見では見られたベニマシコも本番で出

現！三室の冬鳥がほぼ見られた。三室で見られる

鳥は少なくなっているが、来年はたくさん見られ 

ますように。 	 （青木正俊） 

3月9日（日） 熊谷市 大麻生 
	、 

参加：42名 天気】快晴 	ノ 

コジュケイ キジ コハクチョウ マガモ カル

ガモ コガモ カイツブリ キジバト トビ ツ

ミ オオタカ ノスリ チョウゲンボウ モズ

ハシボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ

ヒバリ ヒョドリ ウグイス ェナガ メジロ

ムクドリ ツグミ ジョウビタキ スズメ ハク

セキレイ セグロセキレイ カワラヒワ シメ

ホオジロ カシラダカ アオジ（33種）サザンカ

に遊ぶメジロに見送られ出発。土手沿いでジョウ

ビタキ、チョウゲンボウなどを見ながら河原に。 

コハクチョウ8羽が出迎えるように旋回してくれ

た。止まるノスリと飛ぶノスリ、ツミも上空を舞

う。野鳥の森のヤブランは、大雪で実が落ちて、 

期待のレンジャクはおろカ刈、鳥がほとんどいなか

ったが、オオタカが飛んでくれた。 （新井 巌） 

3月15日（土） 『しらこばと』袋づめの会 、 

ボランティア】12名 	ノ 

相原修一、宇野深晃、榎本秀和、海老原教子、大

坂幸男、柴野耕一郎、志村佐治、藤捌呆司、増尾 

隆、松村禎夫、吉原早苗、吉原俊雄 

3月16日（日） さいたま市 三室地区 

参加】60名 天気】快晴

コジュケイ キジ オカョシガモ カルガモ 

シビロガモ コガモ カイツブリ キジバト カ

ワウ バン オオバン セグロかモメ オプータカ

カワセミ コゲラ モズ オナガ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス シジュウカラ ヒバリ ヒ

ョドリ メジロ ムクドリ ツグミ ジョウビタ

キ スズメ ハクセキレイ セグロセキレイ カ

ワラヒワ ホオジロ カシラダカ アオジ（33種） 

（番外：ドバト）春の日差しを受けて、鳥たちは

みなきれいに！ 順光で見るカワラヒワに「ワァ 

～きれい！」の歓声。青空から降ってくるヒバリ

の噂りに、姿を求めて口ポカリ。上新宿橋でオオ

タカの狩りに遭遇。大満足の探烏会。（浅見 徹） 

 

3月16日（日） 松伏町 松伏記念公園 

 

 

参加】31名 天気】日青 

 

 

	ノ 

  

ヒドリガモ マガモ カルガモ ハシビロガモ

オナガガモ コガモ キンクロハジロ カイツブ

リ キジバト カワウ アカガシラサギ アオサ

ギ ダイサギ コサギ オオバン タシギ クサ

シギ トビ カワセミ コゲラ モズ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス シジュウカラ ヒバリ 

ヒョドリ ムクドリ ツグミ ジョウビタキ ス

ズメ ハクセキレイ カワラヒワ シメ ホオジ

ロ ホオアカ カシラダカ アオジ オオジュリ

ン（38種）（番外：ドバト）前半のハイライトは調

整池のアカガシラサギ。全身を見せてくれるなど

のサービスぶりに皆さん大満足。後半には中川の

土手でホオアカが出現。 夏鳥には会えなかったが、 

38種は出来すぎとの陰の声も聞こえた和気あいあ 

いの探鳥会だった。 	 （田退八州雄） 

3月21日（金、休） 長瀞町 宝登山 

参加】18名 天気】日青 

キジバト トビ ノスリ コゲラ モズ ハシブ

トガラス ヤマガラ シジュウカラ ヒョドリ 

ウグイス ェナガ ムクドリ ツグミ ジョウビ

タキ スズメ カワラヒワ ウソ ホオジロ（18 

種）（番外：ガビチョウ）駅前からロープウユイ駐

車場までなかなか鳥の姿が見られず、山野草の開

花も遅れ気味。湿地ではイモリの卵を観察。東屋 
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近くでアカウソが見られたが、鳥が少ない。参加18 

名、観察種18種と最低言瞬になった。（井上幹男） 

3月21日（金、休） 坂戸市 高麗川 

参加】18名 天気】晴 

コジュケイ キジ カルガモ コガモ カイツブ

リ キジバト カワウ バン イカルチドリ イ

ソシギ オオタカ カワセミ コゲラ ハヤブサ

モズ ハシボソガラス ハシブトガラス シジュ

ウカラ ヒバリ ツバメ ヒョドリ ウグイス 

メジロ ムクドリ ツグミ ジョウビタキ スズ

メ キセキレイ ハクセキレイ カワラヒワ ベ

ニマシコ シメ ホオジロ カシラダカ アオジ 

(35種）（番外：ガビチョウ）田んぼをオオイヌノ

フグリやホトケノザがいろどり、ウグイスが歌い

始め、ツバメも戻り、カワセミが繁殖行動で忙し

く飛び回っていた。とまっているオオタカの雌の

背に、飛んできた雄が直接乗って交尾する姿も目 

撃できた。春の到来を実感コ 	（山口芳邦） 

3月22日（土） 栃木県 日光東照宮裏山 

参加】38名 天気】晴 

カルガモ キジバト オオバン トビ ノスリ 

クマタカ コゲラ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス キクイタダキ ヤマガラ ヒガラ シジュ

ウカラ ェナガ メジロ ゴジュウカラ キバシ

リ ミソサザイ カワガラス ツグミ キセキレ

イ ハクセキレイ セグロセキレイ アトリ カ

ワラヒワ（25種）残雪が大分融けて、模っ盛り。 

大谷)II ）水量も増えていて、カワガラスが盛んに

餌運び。苔むした切り株の上で、小さな体から目

いっぱいの噂りを続けるミソサザイに釘付け。残

雪の上での昼食も一興！ ゴジュウカラにキバシ

リと日光ならではの山の‘慨 おまけにクマタカま 

で飛び、大満足の1日だった。 	（浅見 徹） 

3月23日（日） 寄居町 玉淀河原 

参加】“名 天気】晴 

オカョシガモ マガモ カルガモ オナガガモ

コガモ カイツブリ キジバト カワウ アオサ

ギ ダイサギ コサギ イカルチドリ イソシギ

ノスリ コゲラ アカゲラ ハヤブサ モズ オ

ナガ ハシボシガラス ハシブトガラス シジュ

ウカラ ツバメ イワツバメ ヒョドリ エナガ

メジロ ムクドリ シロハラ ツグミ スズメ 

キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ タ

ヒバリ カワラヒワ シメ イカル ホオジロ 

カシラダカ（40種）（番外：ガビチョウ）ツバメと

イワツバメを初認し、ハヤブサを観察できたが、 

エドヒガンザクラはまだつぼみ、カタクリも1株

のみ開花と山野草はやや期待外れだった。鉢形城

跡のガイドをやっていらっしやる参加者に、ミニ

ガイドをお願いした。鳥見、花見＋歴史散策と、 

「まるごとウォッチン力になった。（小池一男） 

3月23日（日） 狭山市 入間川 

参加】21名 天気】快晴 

オカョシガモ マガモ カルガモ コガモ カイ

ツブリ キジバト カワウ アオサギ ダイサギ

コサギ バン オオバン コチドリ トビ ツミ

ノスリ カワセミ コゲラ ハシブトガラス ハ

シボソガラス シジュウカラ ツバメ ヒョドリ

ェナガ ムクドリ ツグミ ジョウビタキ スズ

メ キセキレイ ハクセキレイ セグロセキレイ

ビンズイ カワラヒワ ホオジロ アオジ（35種） 

（番外：ドバト）いつもの神社で挨拶などをして

いるとツミが現れた。トビとノスリも見られたの

でタカ3種。入間川ではめずらしい。河原では、 

コチドリ、数は少なかったがツバメもみられ、よ 

うやく春らしくなってきた。 	（長谷部謙ニ） 

3月29日（土） 行田市 さきたま古墳公園、 

参加】28名 天気】日青 

ヒドリガモ マガモ カルガモ ハシビロガモ

コガモ ホシハジロ キンクロハジロ カイツブ

リ キジバト カワウ アオサギ ダイサギ ク

イナ コチドリ タシギ チョウゲンボウ モズ

ハシボソガラス ハシブトガラス シジュウカラ

ヒバリ ツバメ ヒョドリ ウグイス メジロ 

ムクドリ ツグミ スズメ ハクセキレイ セグ

ロセキレイ タヒバリ カワラヒワ シメ ホオ

ジロ ホオアカ アオジ オオジュリン（37種） 

いつもとコースを変え、古墳公園から旧忍川沿い

を古代蓮の里まで歩く。アシ原の陰からクイナが

お出迎え、タシギ、コチドリも飛んでくる。夏羽

へ換羽中のオオジュリンが多数飛び回り、ホオア

カを見た人もいた。行田浄水場の池では数百羽の

キンクロハジロなどが残っており、婚姻色に変わ

りつつあるダイサギや上空を飛ぶツバメとあわせ 

季節の移り変わりを感じた。 	（相原修一） 
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●新副代表就任 

長年、代表：藤掛

保司、副代表：海老

原美夫の体制が続

いていましたが、7 

月 20 日（日）の役員

会議で、新たに副代

表として小林みど

り一写真＝が選出

され、副代表 2名の

体制となりました。 

小林新副代表は、 

すでに研究部長、野鳥記録委員会委員長、 

次回関東ブロック協議会準備委員会委員

長、埼玉県鳥獣保護員などとして、幅広く

活躍を続けています。 

●普及部長交代 

普及部長が橋口長和から長野誠治に交

代になりました。橋口は 10 年間普及部長

をつとめました。 

●第 18回山階好麿賞記念シンポジウム

橘川次郎氏（オーストラリア・クイーン

ズランド大学名誉教授）と小西正一氏（ア

メリカ合衆国・カリフォルニア工科大学名

誉教授）の 2名に特別賞を贈ることになり、 

それを記念したシンポジウム『鳥の研究は

ここまで進んだ～人は鳥から何をまなべ

るか～』を開催します。 

日時： 9月 23 日（火・祝）13:00-16:15 

開場 12 】00 

会場：有楽町朝日ホール（有楽町 2 テ1有

楽町マリオン 11階） 

参加費：無料 申込み：不要 定員 600 名 

（先着順） 

講演「長期野外個体群研究が明らかにする

こと」長谷川博、「橘川次郎の生態学―行

動・生態・進化のつながり」江崎保男、「小

鳥の歌と耳」岡ノ谷一夫、「注意の仕組み

をウズラに学ぶ」内山博之。 

問合せ】（公財）山階鳥研「山階賞」係 

電話 04-7182-1101 FAX 04-7182-1106 

E-mail koho@yamashina. or. jp  

●会員数は 

8月1日現在 1,810人。 

活動と予定 

●7月の活動 

7月 12 日（土） 『しらこばと』 8月号校正 

（海老原美夫、大坂幸男、志村佐治、長

嶋宏之、藤掛保司）。 

7月 20 日（日）役員会（司会】長野誠治、 

各部の報告・新副代表選出・普及部長交

代・その他）。 

7月 22 日（火） 『野鳥』誌を購読しない会

員向け、 『しらこばと』 8月号を郵便局

から発送（海老原美夫）。 

●9月の予定 

9月 6 日（土）研究部・編集部・普及部会。 

9月 13 日（土） 10月号校正（午後 4時から）。 

9月 20 日（土）袋づめの会（午後3時から）。 

9月 21日（日）役員会（午後 4時から）。 

編集後記 

元の職場から依頼があって、 3ケ月の予
定で通っている。辞める前に手掛けていた

仕事の必要性が認められたのだ。いろいろ
あって、鳥見の回数が少なくなっているが、 
久々に会う職場の鳥たちは暑いさなかに
も元気に活動していて、心を和ませてくれ
る。やっぱり鳥はいい。そして仕事も。（森

本） 

しらこばと 2014年9月号（第 365 号） 	定価 200 円（会員の購読料は会費に含まれます） 
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